
夜須小学校 学校だより  ２月号① 令和８年２月２日 

１月は行く、２月は逃げる、・・・。 

 「１月（は）行く（往ぬる）、２月（は）逃げる、３月（は）去る」この慣用句は、1月から3月までの期間が、様々な

行事や年度末の忙しさによってあっという間に過ぎてしまう様子を表したもので昔から使われています。この言葉のとお

り、１月はあっという間に終わってしまったと感じています。３学期最初の学校だよりで、３学期に学校に来る日は５０日

と書きました。それも２月に入り、明日からあと３３日（６年生は３２日）になっています。いつの間にやら２月に逃げら

れたということにならないように、１日１日を大切に過ごしていってもらいたいと思います。 

そして、夜須小では 12 月に猛威を振るったインフルエンザですが、年が明けてＢ型が増えているということを聞きま

す。夜須小でもぽつぽつ感染の報告が届いています。感染症対策もしっかりしていってください。 

助け合いの気持ちをお届けしました 

 児童会の皆

さんが呼びか

け 12 月から

取り組んでいた赤い羽根共同募金の贈呈式を１月 15 日に行いました。当日は、香南市

赤い羽根共同募金委員会の方が来校してくださり、児童会の代表から、集まった9,943

円の募金を手渡しました。また、共同募金委員会から昨年度の取り組みに対して感謝状

をいただきました。こうした身近なところからできる取り組みをとおして、少しでも思

いやりや助け合いの気持ちが育ってくれればと思っています。 

つき組さん、入学を待っています！！ 

 １月20日に小学校の１日入学を行いました。夜須こども園

のつき組の幼児を５年生と１年生が迎えました。５年生は、こ

の日に先立って16日につき組の子供たちと遊びをとおして楽

しく交流をしていました。今回は、やさしく手をとり、校内の

案内をしてあげていました。１年生はドッジボールや鬼ごっこ

で楽しく遊んであげました。そして、手作りのプレゼントも用

意していました。園に帰る子供た

ちに「楽しかった？」と尋ねると「楽しかった！」という返

事が返ってきました。５年生も、１年生も、つき組の子供た

ちにどうやって楽しんでもらおうかと、いろいろ考えてく

れたと思います。その思いはしっかりと届いたようでした。 

４月からは中学生！！ 

 ６年生は、１月 23 日に夜須中学校の体験入学に行

ってきました。校内の見学をした後、英語と社会に分

かれてミニ体験授業を受けました。その後、生徒会の

皆さんが学校の取り組みについて説明をしてくれまし

た。最後に部活動体験をさせてもらいました。新たな

段階に進むのは楽しみと同時に不安もあると思いますが、いろいろと体験をさせてもら

い、中学校の先生や先輩たちと話も

して、中学校生活への見通しが少し

はもてたのではないでしょうか。小

学校生活もあと少しです。 

 


